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１．視察レポート

（1）工賃水準ステップアップ対象事業の作業の状況

　●キーワード：・既存事業（パン・焼き菓子）の製造・販売の拡大

・明確な目標設定とそれを裏付けるサポーターズクラブの存在

　・ 現員数34名、職員数5名の比較的規模の小さい精神通所授産施設。事業取り組み以前は、パン・焼き菓子の製造・販売、手工芸、農耕、小売、受託作業を行っていたが、コンサルタントのアドバイスによって既存作業の現状分析を行い、手工芸、農耕を中止して作業の重点化を図っている。

【対象作業科目の選定】

・ 工賃アップに関する職員間の話し合いを行い、コンサルタントの支援を受けつつ、製パン事業と販売を中心にすることを決定している。

【工賃ステップアップの目標】

　・ ５万円の工賃を目標とした事業の拡大を図ることを決定し、機材の購入、作業現場の環境整備などを行っている。

【事業収益の拡大の方法決定と実施】

　・ サポーターズクラブ（週替りのパンセットを購入する会員組織）の結成を企画し、結成式（キックオフ大会）を市内のレストランで行い、約30人の関係者や協力者が集まった。

　・ パンセットの売上目標を500セットと設定し、視察時点（１月25日）で87セットを受注。月次目標を立て、年度内300セットを売上目標としている。（その後２月末で260セットを売上）

　・ ４回にわたる（月１回ペース）地域ネットワーク会議を開催し、クローバーハウスの活動に対する理解を広めつつ、関係者の意見を聴きながら事業を推進している。

（2）利用者の工賃アップに対する意識

　●キーワード：・作業内容の変化（製造現場が忙しくなること）へのとまどい

　　　　　　　　・事業の一部（販売や配達）に関わることによって関心は高まりつつある

　・ 今回の視察では、直接工賃アップに関する利用者の意見を聴くことはできなかった。製パン事業の事業化（製造と販売の拡大）を図る中で、利用者は製パン事業よりも委託事業（内職事業）を選択するようになってきているとのことだが、内職作業を行いつつ、パンの販売や配達などにも従事しており、変化に当惑しながらも、製パン事業への関心が徐々に寄せられているように推察される。

（3）職員の工賃アップ（事業への取り組み）に対する意識

　●キーワード：・職員間の共有理解に相当な時間をかけている

・「職員の意識改革」は必須の条件

　・ ｢『利用者の地域での暮らしの継続のための工賃５万円の実現』という目標設定と問題意識を職員間で共有することに相当な時間をかけた。そしてこの職員間の共有理解の『壁』を乗り越えた後は比較的スムーズに事業を進めることができた｣との報告があった。職員間のさまざまな思いの違いを乗り越えること（意識改革）に今回の事業における一つの役割があったようである。

（4）施設長の工賃アップ（事業への取り組み）に対する意識

　●キーワード：・若い職員の熱意に引っ張られる形で前向きな姿勢に

　・ 施設長への聴き取りでは「工賃アップのためには、製パン事業に職員をシフトする必要があるが、そのために多くの利用者が働く委託事業（内職事業）への人手が薄くなり、利用者間のトラブルや事故なども危惧される。人手の薄い中で施設を運営する問題にジレンマを感じている」とのこと。しかしながら、若い職員の熱意に引っ張られ、前向きに事業に取り組んでいる姿勢も見受けられた。

（5）地域ネットワーク会議の開催状況

　●キーワード：・地域に根ざした多様な人材が揃っている

　　　　　　　　・委員もサポーター（会議での発言が即、パンセットの販売につながる）

　・ 県セルプ協会長の助言で委員を選定（委員としても参加）。パン製造のボトムアップのために地域の老舗菓子館社長、施設製品の常連購入者で消費者のプロの視点から宝石結納店社長、地元行政関係からは市健康福祉部高齢障害福祉課、市社会福祉協議会、市商工会議所、県の機関からは生産の観点から県農水商工部産業支援室と生活協同組合コープみえ理事、さらに法人代表・施設代表、利用者代表（交代で出席）の計15名による構成で、月１回のペースで会議を進めている。

　・ 回を重ねるごとに活発な意見交換が行われるようになったとのこと。視察の時の地域ネットワーク会議（第４回）では、地域に根ざした多様な人材が揃っており、それぞれの立場からさまざまな意見が出されていたようすが伺えた。商品のバリエーションを広げることの重要性、販売方法、宣伝方法など、事業振興に向けた具体的なアドバイスが行われていた。

２．視察委員の評価

（1）対象事業（対象作業科目）選定プロセスの評価

　●キーワード：・短い事業期間の中で既存事業の改善を選択した方向性は妥当

・利用者を「共に事業を担うパートナー」として捉えていくこと

　・ 工賃水準ステップアップ事業では６ヵ月で具体的な成果を求められている中、既存事業を見直す方向性で事業選定が行われたことは妥当である。選定プロセスの中で、職員間のコンセンサスを一致させることに特にエネルギーが注がれている。牽引者としての役割を期待される職員の共通認識は事業を進める上で欠かせないものであり、重要なプロセスの一つである。

　・ 一方で、時間的な制約のために障害のある人自身の関与、重要な担い手となるはずの利用者との話し合いが充分に行われていなかったのではないかと推察される。今後も職員の増員はほぼ見込めないため、障害のある人が共に事業を担う存在になっていかなければならない。数人の職員のがんばりには限界がある。障害のある人の意見が反映され、共に事業を担うパートナーとなっていくことを期待したい。

（2）具体的数値目標の達成度の評価（今後の達成の見通し）

　●キーワード：・サポーター制度の導入などで販売面では目標達成の可能性大

・製造現場がどこまで対応できるかがキーポイント

　・ ｢工賃５万円｣を目標に掲げ、売上を倍にしていく計画を立てている。バザーなどでの売上に頼るのではなく、年間を通して安定的な売上を実現するためのサポーター制度（サポーターズクラブ）の導入は、障害のある人の理解とネットワークを広げる意味もあり、重要な取り組みである。

　・ パンセットの売上目標500セットを掲げており、地域ネットワーク会議のメンバーもその目標達成に協力しているが、消費者のニーズに合った販売方法にどこまで柔軟に対応できるかが一つの課題になっている。現在はＡセットとＢセットの２種類。このバリエーションを増やすことはできないかとの意見もあり、100種類の菓子パンを作ることも目標にしながら進められている。

　・ 一方で、現在の製造現場は、まだ不慣れなことも要因の一つかもしれないが、余裕なく進められている状況があり、消費者のニーズに合った多様なニーズにどこまで応え得るのか、その問題と数値目標の達成度が密接に関連しているように感じられた。

（3）改善計画・計画実行スケジュールの評価

　●キーワード：・目標達成に走りつづけた６ヵ月間

　　　　　　　　・しっかりと振り返りの時間を持って今後の展望を見出すこと

　・ 職員間、職員と利用者、理事会での合意も含めて、内部調整の時間がもっと必要だったのではないかと感じられた。しかし、コンサルタントという外の風が入ることにより、関係者の意識変革が促進されたことは確かであり、走りながら内部の意識の変革を図ってきたようすが伺える。

　・ 短期間にもかかわらず、サポーターズクラブを発足させ、製パン事業の機械整備なども行われており、コンサルタントの力を借りつつ、関係者が熱意を持って取り組んでいるようすが充分に伝わってきた。しかし、障害のある人たちは自分の体調に合わせて仕事を選ぶ環境が用意されているが、担当する職員たちはこの事業が始まって以降、目標達成に走り続けてきたように見受けられる。６ヵ月という一つの区切りということを意識し、職員間、そして利用者や非常勤職員も含めて、しっかりと振り返りの時間を持つこと。その中でこれからの見通しを見出すことが必要だと思う。

（4）地域ネットワーク会議の効果についての評価

　●キーワード：・販売面・製造面で極めて具体的なアドバイスをいただいている

　　　　　　　　・障害者施設の現状についてなお一層の共有理解も必要

　・ 三重県、津市の行政関係者、地元の商工会議所、和菓子・洋菓子の専門店の経営者、生活協同組合の関係者、顧客でありサポーターでもある地元の市民など、普段は障害者施設に関わりをもつことが少ない人たちが一堂に集まり、共に事業振興について検討する場を設けることができたのは、今後のクローバーハウスの大きな財産になるはずである。そういう意味で、今後の事業終了後のつながりが問われることになる。

　・ 菓子製造の専門家の意見は、極めて具体的で、製造方法の数多くのヒントを提供いただいている。消費者の立場に立った意見も数多く出されており、販売の拡大に向けてのさまざまなヒントが提供されている。

・ しかし、障害者施設の現状により、これらのヒントを具体化していくには、いくつかのハードルがある。障害者施設の現状についてなお一層の共有理解を図るための取り組みも必要。

（5）コンサルタント等の指導に対する評価

　●キーワード：・障害者施設の現状を理解し、同じ目線でアドバイスをいただける人材

　・ クローバーハウスに協力いただいたコンサルタントは、障害者施設の現状や抱える課題についての深い理解があり、その理解に基づいたアドバイスや応援を行っている。また、事業の主体は施設の職員であり、職員が納得して動くことを基本に据えながら事業を進めている。またアドバイスだけでなく、顧客や販路の拡大に積極的にかかわり、パンの販売にも同行するなど、施設の職員は非常に強い安心感を得たのではないかと感じた。障害者施設の現状を理解し、同じ目線でアドバイスをいただける人材（コンサルタント）は貴重な存在である。

（6）総合評価

　●キーワード：・「プロ」としての成長と利用者の一層の共同参画を期待したい

　・ 販売の拡大と製造現場とのバランスが大きな課題であり、施設長や担当職員の力量が問われている。また、食の安全性の確保も重要な問題であり、製造現場の余裕のなさが、事故につながる危険性も心配される。

　・ ｢美味しいもの｣を作ることへの探究心が必要。市場に出回っているパンと肩を並べて競争していくことの困難性を感じた。障害のある人が自分たちの製造するパンを誇りに思うことの重要性、利用者自身の製パン・販売のプロとしての意識と成長が求められている。

　・ 施設の職員は障害者支援のプロフェッショナルとして雇用されることが多いが、事業振興のプロとして育っていく人材も必要である。そのバランスをふまえた人材養成の方法も今後の障害者施設の課題となる。一方で、報酬減によって製造現場や配達・販売などの人手の確保はますます厳しくなることも想定され、障害のある人が事業に参画するための作業工程の見直しや柔軟な労働態勢の構築が求められることになる。障害のある人と施設が抱える課題を共有し、共に問題解決を図り、共に見通しを描けるような今後の取り組みを期待したい。

３．今後の課題と展望

（現地視察委員からのアドバイス）

・ 工賃水準ステップアップ事業の取り組みの成果と課題を関係者で確認し合うこと。特に利用者と５万円の工賃を稼ぐ目標とその意味について、充分話し合う必要がある。

　・ 利用者が製パン事業の担い手となれるような作業工程の見直し。短時間でも働くことができるようなシフトの検討。

　・ 現在の製パン事業を製造部門、販売部門、管理部門のように体系化し、その中で利用者が働き手として参加できるような工夫を行う。

　・ 現在は職員の仕事として位置付けていることでも、見直すことによって障害者の仕事とすることができる場合がある。このような視点で業務を見直してみる。

　・ 広報活動の必要性 － パンの顧客に何を伝えるのか、サポーターを増やすためにどのような発信が必要なのかを検討する。

　・ ｢クローバーハウスのパンが食べたい｣と言われるような研究・開発。

　・ 福祉施設であることのメリットを活かし、必要な機械整備を行うための助成金の申請。

　・ 法人全体の中で製パン事業の拡大を考える。

　・ 地域ネットワーク会議の継続・発展（成果の一つであるネットワークを今後も大事にする）。

　・ 市内の障害者の関係団体との連携の可能性を探る。
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